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生物群集無機的環境

エコシステム（生態系）は

物質とエネルギーの流れ



しかし、あまりにも多様な生物が共存し、
複雑なネットワークを形成しているので
個々の生物どうしの関係はよくわかっていない

生態系の一部分を切り取って
その生物間相互作用から
全体を推察する

世代時間の違う植物や動物が
どう共進化してきたのか
どう共生しているのか



微生物とウイルスの存在

地球は微生物の惑星

野生動物には多くのウイルスの
遺伝子が組み込まれている

人間の活動や気候変動による生態系の破壊

未知のウイルスが野生動物を介して家畜や人間に感染



プラネタリーバウンダリー
3つの指標が限界値を超えた

世界の哺乳類の量
人間と家畜が9割以上

ヒト 76億
ウシ 15億
ヒツジ 12億
ヤギ 10億
ブタ 10億
ニワトリ 500億

ゾウ 62万
チンパンジー 30万
ゴリラ 20万
ペンギン 3,000万



生物の種間、種内の相互作用や関係を
もっと詳しく調べる必要がある

しかし、それを調べて一般化するのは容易ではない

ミクロからマクロまでスケールの幅が広い

まれにしか起こらない現象が関係を決める

観察事例をたくさん集める必要がある

フィールドワーク 実験による再現



高林純示ほか（京都大学生態学研究センター）

植物と昆虫のコミュニケーションの仕組みの解明



科学は再現性、実証性が求められる

フィールドワークは観察例の積み重ね

現象を定義して、同じものに分類する必要

相関関係を因果関係に読み替える

有意性を導き出すための多量なデータ収集



人為的な影響をなるべく排した
実証的なデータを増やすための努力

テレメトリー
GPS
バイオロギング
カメラトラップ

マクロな分野では



データロガーの装着でデータ収集

日周リズムなどの活動パターン

魚の鰭の振動数など運動特性

位置情報から移動経路や行動圏

マイクロ化と電池の長寿命化



Infrared Sensor

Lenz of camera

Camera trap

par Yoshihiro Nakashima



























オープンサイエンスへの潮流

YouTubeを利用した解析

映像公開を伴う民族誌の作成

新しいアプリの開発



Analyzing the popularity of YouTube 

videos that violate mountain gorilla 

tourism regulations (PLOS ONE, 2020)

Ryoma Otsuka and Gen Yamakoshi1 



写真を撮るだけでアプリが
動植物の名前を教えてくれる

PlantNet
PlantSnap Pro
GreenSnap
PictureThis
LINNE LENS



映像や音響資料を
利用した民族誌

ウェブサイト上に
掲載された映像・
音響資料を利用
しながら文章を
読み進めていく
マルチメディア
民族誌



オープンサイエンスから

シチズンサイエンスへ

アプリの利用 ネットの利用


